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福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する汚染水処理二次廃棄物に関して、実処理に適用可能な処理技

術の抽出を目指して、廃棄物と処理技術の組み合わせを調査している。本報では、除染装置スラッジ(模擬と

して硫酸バリウムとフェロシアン化物の混合物)に対して低温固化処理(セメント及び AAM 固化)を適用し、

廃棄物充填率や配合組成を変化させて安定した固化処理が可能な範囲(固化処理範囲)を調査した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する汚染水処理二次廃棄物に関して、実処理に適用可能な処理

技術を抽出する手法構築に資するため、各種固化処理技術の適用性評価に必要なデータの取得を進めている。

本報では除染装置から発生するスラッジの模擬物を対象に、低温固化処理を適用した場合に十分な流動性や

ハンドリング時間を確保し、均一で強度を確保した固化体が作製可能となる固化処理範囲について調査した。 
2. 材料と試験方法 

除染装置スラッジの実廃棄物の分析結果[1]を参考に、硫酸バリウム(以下、BaS)とフェロシアン化物(以下、

FCN)を 4:1 の割合で混合したものを模擬スラッジとして使用した。固型化材料として、セメント固化(以下、

OPC 固化)では普通ポルトランドセメントと純水を使用した。アルカリ活性材料固化(以下、AAM 固化)では

メタカオリンと高炉スラグを 10：0、6：4 の質量比で混合した 2 種類の粉体及びケイ酸ナトリウム溶液と水

酸化ナトリウムを純水に溶解したアルカリ溶液を使用した。OPC固化では廃棄物充填率及び水/固体比(以下、

W/S 比)、AAM 固化では廃棄物充填率、W/S 比及びアルカリ溶液組成を変化させて、混練物の流動性、凝結

時間、28 日間養生後の圧縮強度、外観の各基準を満たす組成を調査した。得られた組成から固型化材料と水、

模擬廃棄物の割合で表す固化処理範囲を検討した。 
3. 試験結果、考察及び結論 

固化処理範囲の検討結果を図 1 に示す。流動性による制

限を赤線、凝結時間による制限を緑線、圧縮強度による制限

を青線、固化体外観による制限を黒線で示しており、基準を

全て満足する固化処理範囲(線に囲まれた領域)を見出した。

既報の BaS のみを模擬廃棄物とした場合の三角図[2]と比較

して、組成に占める水分の割合が増加した。これは BaS の

吸水量(0.25 mL/g)に比べて、FCN の吸水量(0.65 mL/g)が大き

いことが影響したものと考えている。また、AAM 固化は

OPC 固化と比較して、固化処理適用範囲が狭くなった。 
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図 1 低温固化可能な組成の範囲 
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